
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2024-05-20

『太平記演義』序文の発憤説 : 公憤から私憤へ (小
特集 : 近世文芸の作者の〝姿勢(ポーズ)〟 : 序文
を手掛かりとして)

(Citation)
國文論叢別冊,1:24-30

(Issue Date)
2023-09-30

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/0100483228

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/0100483228

丸井, 貴史



― 24 ― 国文論叢別冊（第 1 号　2023年 9 月）

■
小
特
集
　
近
世
文
芸
の
作
者
の
〝
姿ポ

ー
ズ勢

〟
―
序
文
を
手
掛
か
り
と
し
て

『
太
平
記
演
義
』
序
文
の
発
憤
説

―
公
憤
か
ら
私
憤
へ

―

丸
　
井
　
貴
　
史

『
太
平
記
演
義
』
序
文
へ
の
疑
問

　

そ
れ
が
巻
首
に
な
い
書
物
の
方
が
少
な
い
と
断
言
し
得
る
ほ
ど
に
、
近
世

期
の
刊
本
に
お
い
て
、
序
文
は
当
然
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た（（
（

。

で
は
、
そ
も
そ
も
序
文
と
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

小
説
の
場
合
を
例
に
と
れ
ば
、
た
と
え
ば
浅
井
了
意
『
伽
婢
子
』（
寛
文
六

年
〈
一
六
六
六
〉
刊
）
は
、
儒
教
・
仏
教
・
神
道
の
経
典
が
い
ず
れ
も
「
霊れ
い

理り

奇き

特ど
く

怪く
わ
い

異ゐ

感か
ん

応を
う

の
む
な
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
を
し
へ
て
、
其
道
に
い
ら
し
む

る
媒
な
か
だ
ち」
（
（
（

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
本
作
も
ま
た
「
児じ

女ぢ
よ

の
聞き
ゝ

を
お
ど
ろ
か
し
、
を
の
づ
か
ら
心
を
あ
ら
た
め
、
正
道
に
お
も
む
く
ひ
と
つ

の
補
を
ぎ
ぬ
い」
と
な
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
井
原
西
鶴
『
本
朝
二
十
不
孝
』（
貞
享
三

年
〈
一
六
八
六
〉
刊
）
も
、「
生
と
し
い
け
る
輩
、
孝
な
る
道
を
し
ら
ず
ん
ば
、

天
の
咎
を
遁
る
べ
か
ら
ず
。
其
例
は
、
諸
国
見
聞
す
る
に
、
不
孝
の
輩
、
眼

前
に
其
罪
を
顕
は
す
。
是
を
梓
に
ち
り
ば
め
、
孝
に
す
ゝ
む
る
一
助
な
ら
ん

か
し（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
無
論
、
任
意
に
取
り
上
げ
た
こ
の
二
作
に
近
世
小

説
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
序
文
の
内
容
が
作
者
の
本
心
で
あ
る
と

い
う
保
証
も
な
い
が
、
作
品
を
通
し
て
読
者
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

か
、
あ
る
い
は
作
品
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
か
を
示
す
の
が
、

近
世
の
序
文
に
お
け
る
一
般
的
な
書
き
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
右

の
二
例
か
ら
十
分
に
窺
わ
れ
よ
う
。

　

し
か
し
、
中
に
は
そ
の
原
則
に
当
て
は
ま
ら
な
い
序
文
を
持
つ
作
品
も
存

す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
岡
島
冠
山
の
手
に
な
る
『
太
平
記
演
義
』（
享
保
四
年

〈
一
七
一
九
〉
刊
）
で
、
こ
れ
は
『
太
平
記
』
の
冒
頭
か
ら
巻
九
「
山
崎
攻
事
付

久
我
畷
合
戦
事
」
の
途
中
ま
で
を
三
十
の
章
段
に
分
け
、
板
面
の
上
段
に
は

そ
の
漢
訳
を
演
義
小
説
の
体
裁
に
仕
立
て
た
も
の
、
下
段
に
は
そ
れ
を
通
俗

軍
談
の
文
体
に
改
め
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
配
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

通
俗
軍
談
と
は
、
中
国
の
演
義
小
説
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の
で
、『
通
俗

三
国
志
』（
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉
刊
）
や
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』（
元
禄
八
年
〈
一

六
九
五
〉
刊
）
な
ど
を
筆
頭
に
、
当
時
た
い
へ
ん
広
く
読
ま
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、『
太
平
記
演
義
』
が
通
俗
軍
談
の
流
行
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
安
易
に
本
作
を
通
俗
軍
談
と
同
質

の
文
芸
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
通
俗
軍
談
は
中
国
語
の
小
説
を
邦
訳

し
た
も
の
で
あ
る
点
に
需
要
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
本
作
は
も
と
も
と
日
本
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語
で
書
か
れ
て
い
る
『
太
平
記
』
を
わ
ざ
わ
ざ
中
国
語
に
訳
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
『
太
平
記
』
の
原
文
と
は
異
な
る
日
本
語
に
訳
し
直
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
性
格
を
大
き
く
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
通
俗
軍
談
の
よ

う
に
、
歴
史
の
一
齣
を
平
易
な
表
現
で
読
者
に
伝
え
る
こ
と
を
第
一
義
と
す

る
作
品
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　

で
は
、
作
者
は
何
を
目
的
と
し
て
こ
の
作
品
を
著
し
た
の
か
。
一
般
的
な

序
文
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
こ
そ
、
本
作
の
序
文
は
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
作
品
の
内
容
に
関
す
る
こ

と
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
序
文
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る（（
（

。

序
文
の
内
容

　

ま
ず
は
序
文
の
内
容
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
実
は
こ
れ
は
署
名
に
「
通
家

門
人
長
崎
医
士
守
山
祐
弘
謹
書
」
と
あ
り
、
冠
山
の
自
序
で
は
な
い
。
そ
の

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
序
文
は
大
き
く

三
つ
の
段
落
に
分
け
得
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
第
一
段
落
を
以
下
に
引
く
。

夫
レ
演
義
ハ
其
ノ
初
メ
元
ノ
羅
貫
中
ニ
起
コ
リ
テ
、
而
シ
テ
今
ニ
距
リ

テ
猶
ホ
盛
ン
ニ
行
ハ
ル
。
蓋
シ
貫
中
ハ
当
時
ノ
賢
才
、
衆
ニ
白
眉
シ
テ
、

而
シ
テ
功
名
如
カ
ズ
。
故
ニ
其
ノ
心
中
平
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。
遂
ニ
私
ニ
三

国
志
演
義
ト
忠
義
水
滸
伝
ト
ヲ
著
シ
、
迺
チ
事
ヲ
彼
ニ
託
シ
、
志
ヲ
己

ニ
舒
ベ
テ
、
而
シ
テ
諸
ヲ
天
下
ノ
人
ニ
示
ス（（
（

。

　

序
者
は
冒
頭
に
、『
三
国
志
演
義
』『
忠
義
水
滸
伝
』
の
作
者
と
い
わ
れ
る

羅
貫
中
の
名
を
挙
げ
る
。
彼
は
周
囲
に
比
し
て
す
ぐ
れ
た
才
能
を
持
っ
て
い

な
が
ら
名
声
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
不
平
や
不
満
を
仮
託
し
た
寓
言

の
書
と
し
て
、
右
の
二
作
を
書
い
た
と
い
う
。

　

続
い
て
第
二
段
落
を
要
点
の
み
示
す
。

但
シ
吾
ガ
邦
ノ
学
生
、
貫
中
ガ
二
書
ヲ
読
ム
者
、
僅
僅
ト
シ
テ
数
有
リ
。

読
ム
ト
雖
モ
、
惟
ダ
能
ク
三
国
志
ヲ
解
シ
テ
、
水
滸
伝
ヲ
解
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ズ
。（
略
）
独
リ
吾
ガ
師
玉
成
先
生
（
筆
者
注
：
冠
山
）
ハ
、
同
郷
長

崎
ノ
人
ナ
リ
。
少
キ
ヨ
リ
華
客
ニ
交
ハ
リ
、
且
ツ
先
師
上
野
先
生
ニ
従

ヒ
テ
、
而
シ
テ
華
語
ヲ
習
学
シ
テ
、
已
ニ
自
ラ
其
ノ
妙
境
ニ
悟
入
ス
。

貫
中
ガ
二
書
ニ
於
ケ
ル
、
念
ニ
通
ジ
テ
暁
シ
析
チ
、
解
セ
ザ
ル
所
無
シ
。

其
ノ
余
、
西
遊
記
・
西
廂
記
・
英
烈
伝
等
ノ
諸
家
ノ
演
義
小
説
モ
、
亦

タ
皆
ナ
捜
抉
シ
テ
隠
ス
コ
ト
無
ク
、
而
シ
テ
訳
文
ト
叙
事
ト
ノ
法
ニ
長

ズ
。（
略
）
然
レ
ド
モ
命
薄
ク
運
劣
ク
シ
テ
、
未
ダ
始
メ
ヨ
リ
一
タ
ビ
モ

寸
進
ヲ
得
ズ
。
常
ニ
自
ラ
碌
碌
ト
シ
テ
愚
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
声
利
ヲ
遺

レ
外
ル
。
才
ヲ
愛
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
嘆
キ
、
能
ヲ
嫉
ム
者
ハ
之
ヲ
快
シ
ト

ス
。

　

日
本
に
お
け
る
羅
貫
中
の
読
者
の
多
く
は
『
三
国
志
演
義
』
の
み
を
解
し
、

『
水
滸
伝
』
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
両
者
は
い
ず
れ
も
白
話
小

説
に
分
類
さ
れ
る
が
、
前
者
は
文
言
の
要
素
が
強
く
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
の
読

解
能
力
が
あ
れ
ば
あ
る
程
度
は
読
解
し
得
る
の
に
対
し
、
後
者
は
本
格
的
な

白
話
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
唐
話
学
を
学
ん
で
い
な
け
れ
ば
容
易
に
読
め
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
一
方
、
冠
山
は
当
時

を
代
表
す
る
唐
話
学
者
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
水
滸
伝
』
を
も
読

み
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
運
拙
く
し
て
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
つ
い
に
名
声
と
は
無
縁
の
生
き
方
を
選
ん
だ
ら
し
い
。

　

最
後
に
、
こ
れ
も
若
干
の
省
略
を
し
た
上
で
第
三
段
落
を
引
用
す
る
。

一
日
、
先
生
喟
然
ト
シ
テ
嘆
ジ
テ
曰
ハ
ク
、
吾
レ
朦
朧
ノ
際
、
年
将
ニ

老
イ
ン
ト
ス
。
今
若
シ
貫
中
ガ
意
思
ニ
倣
ヒ
テ
以
テ
平
生
ノ
微
志
ヲ
畢
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ヘ
ズ
ン
バ
、
則
チ
恐
ラ
ク
ハ
必
ズ
復
タ
日
有
ル
コ
ト
無
カ
ラ
ン
。
遂
ニ

斎
ニ
入
リ
テ
毫
ヲ
操
リ
、
吾
ガ
邦
ノ
名
史
太
平
記
ヲ
訳
シ
テ
演
義
ト
為

ス
。
其
ノ
書
若
干
巻
、
直
チ
ニ
太
平
記
演
義
ト
題
ス
。（
略
）
果
タ
シ
テ

其
ノ
訳
文
ノ
妙
、
叙
事
ノ
明
ナ
ル
ヲ
見
ル
。
其
ノ
繁
キ
者
ヲ
バ
之
ヲ
茭

リ
、
闕
ク
ル
者
ヲ
バ
之
ヲ
補
ヒ
、
訛
ル
者
ヲ
バ
之
ヲ
正
シ
、
疑
フ
者
ヲ

バ
之
ヲ
決
ス
。
一
統
シ
テ
以
テ
大
成
ス
ル
者
ナ
リ
。（
略
）
抑
モ
中
華
ノ

演
義
ハ
貫
中
ニ
起
コ
リ
テ
、
而
シ
テ
貫
中
ヲ
之
ガ
鼻
祖
ト
為
シ
、
吾
ガ

邦
ノ
演
義
ハ
先
生
ニ
起
コ
リ
テ
、
而
シ
テ
先
生
ヲ
之
ガ
鼻
祖
ト
為
ス
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
冠
山
が
『
太
平
記
演
義
』
を
執
筆
し
た
理

由
で
あ
る
。
冠
山
は
羅
貫
中
に
倣
っ
て
演
義
小
説
を
書
く
こ
と
を
長
年
考
え

て
い
た
よ
う
で
、
羅
貫
中
が
中
国
演
義
小
説
の
鼻
祖
で
あ
る
よ
う
に
、
冠
山

も
ま
た
本
作
に
よ
っ
て
我
が
国
の
演
義
小
説
の
鼻
祖
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ

る
。

　

以
上
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
こ
の
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
師
の

冠
山
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
と
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
見
事
に
我
が
国
の
演
義
小
説
の
祖
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
賞
讃
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

白
話
小
説
お
よ
び
通
俗
軍
談
の
序
文

　

内
容
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
序
文
は
門
人
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て

さ
ほ
ど
奇
妙
な
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
が
、『
太
平
記
演
義
』
の
周
辺
に
位
置

す
る
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
特
殊
な
あ
り
方
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
く
る
。

　

ま
ず
は
序
文
の
中
で
冠
山
の
白
話
読
解
能
力
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
、
白
話
小
説
の
序
文
を
検
討
し
て
み
た
い
。
詩
文
の
み
が
価
値
あ
る

文
学
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
中
国
に
お
い
て
、
明
末
以
降
、
白
話
小
説
が

陸
続
と
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
国
の
文
化
史
に
と
っ
て
決
し

て
小
さ
な
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
白
話
小
説
は
何
を
目
的
と

し
て
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
試
み
に
、
代
表
的
な
短
篇
白
話
小
説
集
「
三

言
」
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
『
古
今
小
説
』
の
序
文
を
見
る
と
、
世
間
に

は
文
章
の
機
微
を
理
解
す
る
者
よ
り
も
耳
で
話
を
聞
く
者
の
方
が
多
く
、
そ

れ
ゆ
え
小
説
は
俗
に
通
ず
る
人
々
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
（「
大
抵
唐
人
ハ

言
ヲ
選
ビ
、
文
心
ニ
入
リ
、
宋
人
ハ
俗
ニ
通
ジ
、
里
耳
ニ
諧
フ
。
天
下
ハ
之
レ
文
心
少

ナ
ク
シ
テ
里
耳
多
シ
。
則
チ
小
説
ノ
言
ヲ
選
ブ
者
ニ
資
ス
ル
コ
ト
少
ナ
ク
、
而
シ
テ
俗

ニ
通
ズ
ル
者
ニ
資
ス
ル
コ
ト
多
シ
」）
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
講
釈
師
の

話
に
人
々
が
熱
狂
す
る
例
を
挙
げ
、

小
ク
シ
テ
孝
経
・
論
語
ヲ
誦
ス
ト
雖
モ
、
其
ノ
人
ヲ
感
ゼ
シ
ム
ル
コ
ト
、

未
ダ
必
ズ
シ
モ
是
ノ
如
ク
捷
ニ
シ
テ
且
ツ
深
ナ
ラ
ン
ヤ
。
噫
、
俗
ニ
通

ゼ
ズ
シ
テ
之
ヲ
能
ク
セ
ン
ヤ（（
（

。

と
、
俗
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
人
々
の
心
を
動
か
し
や
す
い
こ
と
が
主
張
さ
れ

る
。
大
木
康
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
記
述
は
『
古
今
小
説
』
に
限
ら
ず
多
く

の
小
説
・
戯
曲
に
見
ら
れ
る
よ
う
で（（
（

、
白
話
が
庶
民
の
警
世
や
教
化
に
有
用

な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
話

で
作
品
を
書
く
こ
と
の
意
味
が
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、『
太
平
記

演
義
』
の
序
文
は
、
な
ぜ
『
太
平
記
』
を
演
義
小
説
や
通
俗
軍
談
の
形
式
に

改
め
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
通
俗
軍
談
の
序
文
は
ど
う
か
。『
通
俗
三
国
志
』
に
お
け
る
、
著
者

文
山
の
自
序
を
見
よ
う
。

夫
レ
史
ハ
道
ヲ
載
セ
テ
鑑
ヲ
垂
ル
ヽ
所
以
ナ
リ
。
故
ニ
君
臣
ノ
善
悪
、

政
事
ノ
得
失
、
邦
家
ノ
治
乱
、
人
才
ノ
可
否
、
一
ト
シ
テ
焉
ヲ
録
セ
ズ
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ト
云
フ
コ
ト
無
シ
。
凡
ソ
史
ヲ
読
ム
者
ハ
、
読
ミ
テ
其
ノ
忠
ナ
ル
処
ニ

至
リ
テ
ハ
、
便
チ
自
己
ノ
忠
ト
不
忠
ト
ヲ
思
ヒ
、
読
ミ
テ
其
ノ
孝
ナ
ル

処
ニ
至
リ
テ
ハ
、
便
チ
自
己
ノ
孝
ト
不
孝
ト
ヲ
思
ヒ
テ
、
勧
懲
警
懼
ノ

心
ヲ
忘
レ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
身
ヲ
修
ム
ル
ノ
要
、
豈
ニ
焉
ニ
外
ナ
ラ

ン
ヤ（（
（

。

　

一
般
論
的
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
が
端
的
に
主

張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後
に
は
、
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
三
国
時
代

に
つ
い
て
の
所
感
が
述
べ
ら
れ
、『
三
国
志
演
義
』
が
そ
の
題
材
に
選
ば
れ
た

理
由
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
李
下
散
人
が
『
列
国
前
編
十
二
朝
』
を
邦
訳
し
た
『
通
俗
列
国
志

十
二
朝
軍
談
』（
正
徳
二
年
〈
一
七
一
二
〉
刊
）
の
序
文
は
、
門
人
の
中
西
兵
な

る
人
物
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
こ
で
、

夫
レ
書
ハ
人
物
ノ
善
悪
、
国
家
ノ
成
敗
ヲ
記
シ
、
観
ル
者
志
ヲ
興
起
シ
、

義
気
ヲ
発
セ
シ
ム
ル
所
以
ナ
リ
。
然
ル
ニ
漢
語
ノ
簡
確
ナ
ル
ヤ
、
列
国

ノ
交
紛
ナ
ル
ヤ
、
之
ヲ
編
ム
ニ
次
第
ヲ
以
テ
シ
、
之
ヲ
作
ル
ニ
和
語
ヲ

以
テ
セ
バ
、
脱
読
ノ
士
、
童
蒙
ノ
輩
ニ
至
リ
、
必
ズ
志
ヲ
立
ツ
ル
有
ラ

ン
。
此
レ
亦
タ
教
導
ノ
一
術
ナ
リ（（
（

。

と
、
歴
史
が
い
か
に
教
訓
た
り
得
る
か
を
説
く
と
と
も
に
、
演
義
小
説
を
日

本
語
に
改
め
る
こ
と
の
意
義
を
も
同
時
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

明
末
中
国
の
知
識
人
た
ち
が
白
話
を
用
い
て
小
説
・
戯
曲
を
著
し
た
の
と
同

様
に
、「
脱
読
ノ
士
」
や
「
童
蒙
ノ
輩
」
の
教
化
の
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
通
俗
軍
談
の
序
文
は
、
歴
史
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
や
そ
の
有

用
性
、
さ
ら
に
は
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
時
代
の
解
説
な
ど
が
記
さ
れ
る
の

が
一
般
的
で
、
そ
れ
が
一
種
の
「
型
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
「
型
」
は
通
俗
軍
談
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
『
前
々
太
平
記
』（
正
徳
五

年
〈
一
七
一
五
〉
刊
）
の
序
文
末
尾
に
「
若
シ
夫
レ
此
ノ
書
ヲ
読
ミ
、
而
シ
テ

治
乱
得
失
勧
善
懲
悪
ニ
感
ズ
ル
コ
ト
有
ル
者
ハ
、
豈
ニ
鑑
戒
ノ
一
補
ト
為
ザ

ラ
ン
ヤ（（1
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
歴
史
に
材
を
採
る
作
品
全
般
に
共
通
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
太
平
記
演
義
』
の
よ
う
に
作
者
に
つ

い
て
の
記
述
に
終
始
す
る
序
文
は
、
管
見
の
限
り
他
に
例
を
見
な
い
。

不
遇
意
識
と
発
憤
著
書

　

冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
読
者
に
対
し
て
作
品
の
読
み
方
を
方
向
づ
け
よ

う
と
す
る
も
の
が
序
文
で
あ
る
と
し
た
ら
、
本
作
の
序
文
は
、
羅
貫
中
に
倣
っ

て
作
品
を
書
く
と
い
う
、
冠
山
の
執
筆
動
機
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
促
す
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。
序
文
を
読
む
限
り
、
冠
山
自
身
は
自
ら
の
境
遇
を
「
碌

碌
ト
シ
テ
」
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
羅
貫
中
と
同
様
の
意
識
を
持
っ

て
い
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
が
実
は
不
遇
を
託
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
も
な
く
は
な
い
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
『
太
平
記
演
義
』（G24-

198

）
の
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
が
何
を
根
拠
と
し
て
、
い
つ
ご
ろ
書
か
れ
た
も

の
か
は
定
か
で
な
い
が（（1
（

、
こ
こ
に
は
唐
通
事
を
務
め
て
い
た
冠
山
が
、「
訳
士

は
卑
官
に
て
、
彼
我
の
通
詞
を
役
す
る
而
已
に
て
、
碌
々
と
し
て
僅
に
五
十

年
を
過
さ
ん
は
有
志
の
愧
る
所
な
り
」
と
言
っ
て
職
を
辞
し
、
儒
学
で
身
を

立
て
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
召
し
抱
え
ら
れ
た
萩
藩
に
お
い
て
も
「
其
職
儒

を
以
て
せ
ず
通
訳
に
役
せ
ら
」
れ
た
た
め
、「
五
斗
米
の
為
に
腰
を
屈
せ
ん
や

と
復
辞
し
去
」
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
こ
の
と
お
り
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
冠
山
が
鬱
屈
し
た
思
い
を
抱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
る
が
、
そ
の
真
否
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
今
は
冠
山
が
羅
貫
中
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に
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

羅
貫
中
が
自
身
の
不
平
や
憤
り
を
作
品
に
仮
託
し
た
こ
と
が
あ
え
て
記
さ

れ
て
い
る
以
上
、
冠
山
の
執
筆
動
機
も
ま
た
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
序
文
に
は
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

な
ら
ば
、「
自
ラ
碌
碌
ト
シ
テ
愚
ノ
如
ク
ニ
」
し
て
い
な
が
ら
も
、
実
は
そ
の

心
奥
に
静
か
な
憤
り
を
秘
め
て
い
た
冠
山
の
姿
が
、
こ
こ
に
は
描
き
出
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
本
作
は
、『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」

を
淵
源
と
す
る
「
発
憤
著
書
」
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
来
、
羅
貫
中
の
「
憤
り
」
と
冠
山
の
「
憤
り
」
は
、
ま
っ
た

く
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

羅
貫
中
の
作
品
が
「
発
憤
」
の
書
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
文
章
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
李
卓
吾
「
忠
義
水
滸
伝
序
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
「
施
羅
二
公
、
身
ハ
元
ニ
在
リ
テ
心
ハ
宋
ニ
在
リ
。
元
ノ
日
ニ
生
マ
ル
ル

ト
雖
モ
、
実
ハ
宋
ノ
事
ヲ
憤
ル
ナ
リ
。
是
ノ
故
ニ
、
二
帝
ノ
北
狩
ヲ
憤
リ
テ

則
チ
大
イ
ニ
遼
ヲ
破
ル
ヲ
称
シ
、
以
テ
其
ノ
憤
ヲ
洩
ラ
ス
。
南
渡
ノ
苟
ク
モ

安
ン
ズ
ル
ヲ
憤
リ
テ
ハ
、
則
チ
方
臘
ヲ
滅
ボ
ス
ヲ
称
シ
、
以
テ
其
ノ
憤
ヲ
洩

ラ
ス（（1
（

」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
二
帝
ノ
北
狩
」
と
は
宋
の
徽
宗
と
欽
宗
が
金
に

捕
え
ら
れ
た
靖
康
の
変
、「
南
渡
」
と
は
宋
が
金
に
敗
れ
て
南
遷
し
た
こ
と
を

そ
れ
ぞ
れ
指
す
が
、
つ
ま
り
は
、
宋
が
金
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る

憤
り
が
、『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
遼
征
伐
と
方
臘
討
伐
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
羅
貫
中
の
「
憤
り
」
と
は
、
自
ら
の
不
遇
に
対
す
る
不
平
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
祖
国
を
め
ぐ
る
状
況
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
公

憤
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
を
言
え
ば
、『
東
西
晋
演
義
』
と
い
う

演
義
小
説
の
序
文
に
は
「
羅
氏
、
生 

時
ニ
逢
ハ
ズ
、
才 

鬱
ト
シ
テ
展
ブ
ル
コ

ト
ヲ
得
ズ
。
始
メ
水
滸
伝
ヲ
作
リ
テ
以
テ
其
ノ
不
平
ノ
鳴
ヲ
抒
ブ（（1
（

」
と
い
う

一
節
が
あ
り
、
不
遇
意
識
と
『
水
滸
伝
』
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
例
が
ま
っ

た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
文
章
の
知
名
度
は
「
忠
義
水
滸
伝
序
」

に
比
す
べ
く
も
な
い
。
そ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、『
太
平
記
演
義
』
の
序
文
は
意

図
的
に
羅
貫
中
の
「
憤
り
」
を
私
憤
に
読
み
換
え
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
序
文
に
関
す
る
最
大

の
特
徴
は
、
著
述
の
動
機
と
し
て
の
私
憤
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ

に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　

近
世
中
期
に
お
い
て
発
憤
著
書
の
説
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、
す
で
に
中
野
三
敏
の
指
摘
が
あ
る（（1
（

。
中
野
は
上
田
秋
成
『
よ
し
や
あ
し

や
』（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
刊
）
の
末
段
に
「
彼か
し
こ土
に
て
は
演エ
ン

義ギ

小セ
ウ

説セ
ツ

と
い

ひ
、
こ
ゝ
に
は
物
が
た
り
と
よ
ぶ
。
そ
れ
作
り
出
る
人
の
心
は
、
身
幸
ひ
な

き
を
嘆
く
よ
り
、
世
を
も
い
き
ど
ほ
り
て
は
、
昔
を
恋
し
の
び
（
後
略（
（1
（

）」
と

あ
る
の
に
注
目
し
、
秋
成
の
文
学
観
の
ひ
と
つ
に
、
物
語
と
は
「
作
者
心
中

の
憤
り
を
発
す
る
と
こ
ろ
に
書
き
出
さ
れ
」
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

秋
成
が
そ
の
「
寓
言
説
」
の
中
で
寓
意
の
モ
チ
ー
フ
を
「
憤
り
」
と
定

め
る
に
つ
い
て
は
、
享
保
以
来
の
学
芸
界
に
充
満
し
て
い
た
、
老
荘
世

を
憤
る
の
説
が
基
盤
と
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
寓
言
の
書
一
般
に
そ
の
発

憤
の
説
が
及
ぼ
さ
れ
て
、『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
の
古
物
語
か
ら
、

中
国
の
近
代
小
説
た
る
『
水
滸
伝
』
に
至
る
ま
で
が
そ
の
範
疇
に
入
る

に
及
ん
で
い
る
当
代
の
文
芸
観
の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
と
断
言
で
き

る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
た
だ
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
に
続
け
て
「
発
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憤
説
の
主
眼
は
「
何
を
」
憤
る
か
に
あ
る
。
当
代
学
芸
界
の
発
憤
説
の
主
張

は
、
皆
「
俗
を
矯
め
、
世
を
憤
る
」
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
真
の
仁

義
の
道
が
行
わ
れ
ざ
る
を
嘆
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
太
平
記
演
義
』
の
序
文
が
羅
貫
中
と
冠

山
の
私
憤
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
そ
れ
を
作
品
執
筆
の
動
機
と
し
て
堂
々

と
宣
言
し
て
い
る
の
が
、
い
か
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
か
が
理
解
さ
れ
よ

う
。
中
野
は
先
ほ
ど
の
引
用
に
続
け
て
、
崇
徳
院
の
個
人
的
「
憤
り
」
を
描

い
た
『
雨
月
物
語
』（
安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉
刊
）
の
「
白
峯
」
を
例
に
、「
秋

成
に
お
い
て
初
め
て
個
人
の
内
面
的
感
情
を
内
容
と
す
る
「
寓
言
」
が
登
場

す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、『
太
平
記
演
義
』
の
刊
行

は
、
そ
れ
よ
り
半
世
紀
以
上
も
前
の
こ
と
な
の
で
あ
る（（1
（

。

『
太
平
記
演
義
』
序
文
の
「
方
法
」

　

歴
史
に
材
を
採
る
作
品
の
序
文
は
、
歴
史
を
学
ぶ
意
義
や
歴
史
か
ら
学
び

得
る
教
訓
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
と
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
は

「
公
」
の
論
理
に
基
づ
い
て
歴
史
を
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。
一
方
で
、
本
作
の
序
文
は
冠
山
と
い
う
「
私
」
の
あ
り
方
を
読
者
に

訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
作
品
そ
の
も
の
は
冠
山
の
学
識
を
保

証
す
る
も
の
と
し
て
の
機
能
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
序
文
が
作

品
の
性
格
を
規
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
言
い
得
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ

け
の
力
を
持
つ
以
上
、
序
文
の
主
張
の
正
当
性
も
ま
た
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

そ
こ
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
が
、
こ
の
序
文
が
冠
山
の
手
に
な
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
自
序
に
お
い
て
は
謙
遜
の
態

度
を
示
す
の
が
通
例
で
、
た
と
え
ば
前
出
の
『
通
俗
三
国
志
』
序
文
に
は
「
俚

詞
蔓
説
、
以
テ
蘊
奥
ヲ
発
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
ト
雖
モ
、
幼
学
ヲ
シ
テ
解
シ
易
カ

ラ
シ
メ
ン
ト
要
ス
ル
ノ
ミ
」
と
い
う
謙
辞
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
冠

山
の
『
通
俗
皇
明
英
烈
伝
』（
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉
刊
）
に
附
さ
れ
て
い
る

他
序
（
版
元
の
林
義
端
の
手
に
な
る
）
は
、
作
者
を
「
能
ク
中
華
ノ
俗
話
ニ
通

ズ
。
亦
タ
一
奇
材
ナ
リ（（1
（

」
と
讃
え
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
仮
に
冠
山
が
本
作
の
序
文
を
書
い
た
場
合
、
冠
山
は
自
ら
の

才
能
に
つ
い
て
謙
遜
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
執
筆
の
動
機
た
る
「
憤
り
」

の
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
他
序
で
あ
れ
ば
、
冠
山
に
代
わ
っ
て

作
者
の
不
遇
を
強
く
憤
る
こ
と
が
で
き
る
。『
太
平
記
演
義
』
の
序
者
が
守
山

祐
弘
な
る
門
人
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
、
こ
の
点
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
序
文
の
内
容
に
冠
山
自
身
が
ど
こ
ま
で
関
与
し
て
い
た
か

は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
結
果
と
し
て
、
他
序
と
い
う
形
式
が
自
己
主
張

の
方
法
と
し
て
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

先
に
見
た
と
お
り
、
本
作
序
文
に
お
け
る
冠
山
の
「
憤
り
」
の
〝
姿ポ
ー
ズ勢
〟

は
、「
発
憤
著
書
」
に
お
け
る
「
発
憤
」
の
意
味
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
既
存
の
価
値
観
や
通
念
を
作
品
の
中
で
転
倒
さ
せ
る
の
は
、
白

話
小
説
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
が（（1
（

、
冠
山
も
「
発
憤
」
と
い
う

概
念
に
つ
い
て
、
大
き
な
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、「
公
」

か
ら
「
私
」
へ
の
価
値
転
換
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
い
か
に
も

俗
文
芸
の
担
い
手
ら
し
い
あ
り
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。
儒
者
と
し
て
身
を
立

て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
不
遇
の
思
い
を
た
と
え
抱
い
て
い
た
と

し
て
も
、
自
身
が
歩
ん
で
き
た
道
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
誇
り
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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注（
1
）	

『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
）「
序
」
の
項
に
は
、「
わ
が
国

の
近
世
期
板
本
に
は
、
草
双
紙
な
ど
片
々
た
る
冊
子
に
至
る
ま
で
序
文
が
備

わ
っ
て
い
る
」
と
あ
る
（
高
木
元
執
筆
）。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
例
外
も
あ

る
。

（
2
）	

引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（ナ

4-952-1

～

‌
13

）
に
よ
る
。

（
3
）	

引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（午

-49

）
に
よ
る
。

（
4
）	

本
稿
の
内
容
に
は
、
拙
稿
「『
太
平
記
演
義
』
の
作
者
像
―
不
遇
者
と
し

て
の
実
像
と
虚
像
―
」（『
白
話
小
説
の
時
代
―
日
本
近
世
中
期
文
学
の
研

究
―
』、
汲
古
書
院
、
平
成
三
十
一
年
）
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
5
）	

引
用
は
愛
媛
県
立
図
書
館
所
蔵
本
（N343/43/1

～

‌
5

）
に
よ
る
。
原
漢
文
。

（
6
）	

引
用
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
（309-0007

）
に
よ
り
、
私
に
書
き
下
し

た
。

（
7
）	

大
木
康
「
明
末
士
大
夫
に
よ
る
「
民
衆
の
発
見
」
と
「
白
話
」」（『
馮
夢
龍

と
明
末
俗
文
学
』、
汲
古
書
院
、
平
成
三
十
年
）。

（
8
）	

引
用
は
筆
者
架
蔵
本
に
よ
る
。
原
漢
文
。

（
9
）	

引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（ナ

4-224-1
～

‌
19

）
に
よ
る
。
原
漢

文
。

（
10
）	

引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（ナ

4-140-1

～

‌
20

）
に
よ
る
。
原
漢

文
。

（
11
）	

『
先
哲
叢
談
後
篇
』（
文
政
十
三
年
〈
一
八
三
〇
〉
刊
）
巻
三
と
共
通
す
る

記
述
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
情
報
も
こ
の
識
語
に
は
記
さ
れ
て

い
る
。

（
12
）	

引
用
は
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
〈4-45/

チ/1

〉）
所
収
「
読
忠
義
水
滸
伝
序
」
に
よ
る
。
原
漢
文
。

（
13
）	

引
用
は
国
立
中
央
図
書
館
（
台
北
）
編
『
歴
史
通
俗
演
義
』
に
影
印
所
収

の
世
栄
堂
本
に
よ
り
、
私
に
書
き
下
し
た
。

（
14
）	

中
野
三
敏
「
寓
言
論
の
展
開
」（『
戯
作
研
究
』、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十

六
年
）
お
よ
び
「
秋
成
の
文
学
観
」（『
十
八
世
紀
の
江
戸
文
芸
―
雅
と
俗
の

成
熟
―
』、
岩
波
書
店
、
平
成
十
一
年
）。
以
下
の
引
用
は
「
秋
成
の
文
学

観
」
に
よ
る
。

（
15
）	

引
用
は
筆
者
架
蔵
本
に
よ
る
。

（
16
）	

無
論
、「
白
峯
」
は
崇
徳
院
と
い
う
作
中
人
物
の
「
私
憤
」
を
描
い
て
い
る

の
で
あ
り
、『
太
平
記
演
義
』
と
は
「
私
憤
」
の
性
格
が
異
な
る
。
そ
れ
を
承

知
の
上
で
、
こ
こ
で
は
『
太
平
記
演
義
』
に
お
け
る
「
憤
り
」
の
画
期
性
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
17
）	

引
用
は
盛
岡
市
中
央
公
民
館
所
蔵
本
に
よ
る
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て

閲
覧
）。

（
18
）	

た
と
え
ば
『
警
世
通
言
』
巻
三
「
王
安
石
三
難
蘇
学
士
」
に
お
い
て
、
批

判
的
に
評
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
新
法
党
の
王
安
石
が
人
格
の
優
れ
た
知

識
人
と
し
て
描
か
れ
、
旧
法
党
の
蘇
軾
が
知
に
驕
る
人
物
と
し
て
造
型
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

【
附
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（23 K12088

）
お
よ
び
専
修
大
学
日
本
語

日
本
文
学
文
化
学
会
個
人
研
究
助
成
金
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ま
る
い　

た
か
ふ
み
／
専
修
大
学
准
教
授
）


